
橘
市
議
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

係
わ
る
、
事
業
者
や
市
民
の
生
活

支
援
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

「
倒
産
や
廃
業
、
失
業
者
の
現
状

は
ど
う
か
。
休
業
や
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
業
者
へ
の
、
『
持
続

化
給
付
金
』
『
雇
用
調
整
助
成
金
』

の
支
給
を
急
ぐ
こ
と
」
「
国
の
支

給
条
件
の
50
％
減
に
至
ら
な
い
業

者
へ
事
業
の
継
続
を
支
え
る
支
援

が
必
要
」
「
生
活
困
窮
者
の
現
状

と
対
策
は
ど
う
か
。
市
民
生
活
の

安
定
や
地
域
経
済
の
復
興
に
は
消

費
税
の
５
％
へ
の
減
税
が
最
も
効

果
的
」
「
感
染
症
と
自
然
災
害
な

ど
と
の
複
合
災
害
時
の
、
新
た
な

対
応
」
な
ど
、
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
橘
市
議
は
憲
法
に
触
れ

て
、
「
憲
法
25
条
は
、
生
存
権
の

保
障
と
社
会
福
祉
・
社
会
保
障
・

公
衆
衛
生
の
向
上
を
保
障
し
て
い

る
」
「
外
出
自
粛
や
休
業
要
請
と

一
体
で
補
償
を
、
の
要
求
は
、
憲

法
第
29
条
の
『
私
有
財
産
は
、
正

当
な
補
償
の
下
に
公
共
の
た
め
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
』
に
根
拠

の
あ
る
当
然
の
要
求
」
「
軍
事
費

は
暮
ら
し
に
回
す
べ
き
で
、
今
こ

そ
、
コ
ロ
ナ
危
機
打
開
に
憲
法
の

理
念
を
生
か
す
べ
き
」
と
主
張
し
、

市
長
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

松
浦
市
長
は
「
倒
産
１
、
廃
業

12
、
解
雇
者
35
名
。
『
持
続
化
給

付
金
』
等
は
、
事
業
と
雇
用
の
維

持
を
図
る
も
の
で
、
申
請
の
負
担

減
や
迅
速
な
給
付
が
必
要
と
考
え

る
。
独
自
の
追
加
支
援
は
国
の
施

策
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
」
「
相

談
は
１
０
０
０
件
を
超
え
、
例
年

の
４
倍
以
上
、
社
協
を
窓
口
に
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
る
」
「
消
費

税
は
社
会
福
祉
等
の
貴
重
な
財
源
。

減
税
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
国
の

責
任
で
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る
べ

き
も
の
」
「
国
の
施
策
は
、
憲
法

の
理
念
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
予
算
も
同
様
」
な
ど
答

弁
し
ま
し
た
。

16
日
（
火
）
、
市
議
会
総
務
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
議

案
な
ど
８
議
案
、
及
び
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

し
て
行
わ
れ
た
専
決
処
分
の
承
認

案
件
な
ど
14
の
承
認
案
件
が
審
議

さ
れ
、
全
案
件
が
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
の
内
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
に
係

る
税
制
措
置
関
係
で
は
、
収
入
が

２
割
以
上
減
少
し
た
場
合
、
無
担

保
か
つ
延
滞
金
な
し
で
１
年
間
、

税
を
徴
収
猶
予
で
き
る
特
例
の
設

置
に
伴
い
、
申
請
書
類
の
訂
正
手

続
き
に
係
る
規
定
整
備
な
ど
を
含

む
松
江
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

承
認
案
件
で
は
、
５
月
８
日
に

専
決
処
分
さ
れ
た
、
市
民
全
員
に

10
万
円
支
給
の
特
別
定
額
給
付
金

事
業
費
２
０
４
億
円
や
、
対
象
児

童
に
一
人
１
万
円
を
給
付
す
る
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
費
約
２
億
７
千
７
百
万
円
な

ど
を
含
む
、
総
額
約
２
２
５
億
円

の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
及
び
、

５
月
21
日
付
で
専
決
処
分
さ
れ
た
、

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
生
活
支
援
給

付
金
の
給
付
事
業
費
約
１
億
１
千

万
円
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
継
続
支
援

事
業
費
約
１
千
４
百
万
円
な
ど
、

総
額
約
２
億
２
千
万
円
の
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
、

い
ず
れ
も
24
日
の
本
会
議
で
成
立

し
ま
し
た
。

委
員
と
し
て
参
加
し
た
田
中
は

じ
め
市
議
は
、
収
入
が
２
割
以
上

減
少
し
た
国
保
加
入
者
の
保
険
料

が
徴
収
猶
予
、
３
割
以
上
減
少
し

た
場
合
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

と
す
る
条
例
改
正
の
専
決
承
認
で
、

「
判
断
に
迷
う
場
合
柔
軟
な
対
応

が
必
要
で
は
」
と
質
問
し
、
小
松

原
紀
子
保
険
年
金
課
長
は
、
「
窓

口
で
相
談
に
乗
り
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

６
月
議
会
の
経
済
委
員
会
は
６

月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
経

済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の

う
ち
予
算
分
科
会
に
切
り
替
え
て
、

専
決
処
分
し
た
令
和
元
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
中
の
、
商
工
費
５

億
６
３
０
０
万
円
に
つ
い
て
吉
儀

委
員
は
質
し
ま
し
た
。

６
月
15
日
の
代
表
質
問
で
橘
祥

朗
議
員
の
質
問
に
答
え
て
、
執
行

部
は
３
月
か
ら
５
月
の
間
に
、
市

内
で
倒
産
が
１
件
、
廃
業
が
１
２

件
、
４
月
の
解
雇
者
が
35
人
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

吉
儀
委
員
は
「
今
後
倒
産
・
廃

業
を
１
社
た
り
と
も
出
さ
な
い
決

意
は
あ
る
の
か
。
今
、
一
番
業
者

が
要
求
し
て
い
る
の
が
、
家
賃
支

援
。
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
家

賃
支
援
が
打
ち
出
さ
れ
た
が
、
給

付
ま
で
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
と

の
声
が
あ
る
。
市
独
自
の
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
」
と
質
問
し
ま

し
た
。

山
根
幸
二
産
業
経
済
部
長
は

「
当
然
、
そ
う
い
っ
た
気
持
ち

（
倒
産
・
廃
業
を
出
さ
な
い
）
で

対
策
を
打
っ
て
い
る
。
た
だ
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
経
済
へ

の
影
響
が
長
期
化
、
２
波
・
３
波

の
懸
念
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
橘
議
員
（
15
日
の
代
表
質
問
）

か
ら
指
摘
の
あ
る
売
り
上
げ
50
％

以
下
の
事
業
所
に
つ
い
て
も
、
非

常
に
苦
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
議
論
は
常
に
し
て
い
る
。
今
後

国
か
ら
の
交
付
金
、
施
策
を
総
合

的
に
判
断
し
て
市
と
し
て
の
対
策

を
実
施
す
る
」
と
答
弁
。

吉
儀
委
員
は
、
農
家
も
持
続
化

給
付
金
の
対
象
と
な
る
こ
と
の
周

知
も
要
望
。
市
は
「
５
月
末
に
担

い
手
農
家
へ
個
別
に
周
知
し
、
農

協
も
農
家
訪
問
で
周
知
し
て
い
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。
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橘 祥朗
市議会議員

19
日
18
時
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
松
江

駅
テ
ル
サ
前
に
お
い
て
、
「
こ

ん
な
時
こ
そ
憲
法
を
活
か
す
！

医
療
も
福
祉
も
介
護
も
営
業
も

教
育
も
」
を
テ
ー
マ
に
、
島
根

総
が
か
り
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
安
保
関
連
法
の
廃
止
を

求
め
る
島
根
大
学
人
の
会
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
平
和
・
人
権
・
環
境
」

し
ま
ね
、
な
く
そ
う
！
戦
争
法

壊
す
ね
！
憲
法
９
条
島
根
県

民
運
動
実
行
委
員
会
の
３
団
体

で
構
成
す
る
島
根
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
が
主
催
、
参
加

し
た
市
民
と
野
党
の
代
表
が
リ

レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
関
耕
平
島
根
大
学

教
授
が
、
「
学
生
が
安
心
し
て

学
業
を
続
け
ら
れ
る
社
会
の
た

め
に
、
今
こ
そ
憲
法
の
出
番
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

共
産
党
島
根
県
委
員
会
か
ら

は
、
尾
村
利
成
県
議
会
議
員
が
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
第
２
波
に
備
え
る
対
策
を
今

行
う
べ
き
。
政
府
は
病
院
経
営

の
強
化
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の

抜
本
的
強
化
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
施
設
で
の
院
内
感
染
対
策

と
同
時
に
、
コ
ロ
ナ
不
況
で
の

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
の
追

加
経
済
対
策
を
緊
急
に
実
施
す

べ
き
。
10
兆
円
の
予
備
費
な
ど

言
語
道
断
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
看
護
士
、
小
学

校
教
師
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

の
実
態
と
要
望
の
訴
え
が
あ
り
、

政
党
か
ら
は
、
立
憲
民
主
党
島

根
県
連
幹
事
長
の
角
と
も
子
県

議
、
国
民
民
主
党
島
根
県
連
代

表
の
森
本
秀
歳
市
議
、
社
民
党

島
根
県
連
常
任
幹
事
の
芦
原
康

江
氏
が
憲
法
を
活
か
す
政
治
に

切
り
替
え
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

市
議
会
総
務
委
員
会
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
、

全
案
件
を
可
決
・
承
認

こ
ん
な
時
こ
そ
憲
法
を
活
か
す
！

島
根
総
が
か
り
集
会
開
催

充実したコロナ対策を
と訴える尾村利成県議

市
民
の
暮
ら
し
と
事
業
の
継
続
支
援
強
化
を

憲
法
の
理
念
を
暮
ら
し
に
生
か
し
て

経
済
委
員
会
に
お
い
て

倒
産
・
廃
業
を
出
さ
な
い
決
意
を
質
す

田中 肇
市議会議員


